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ヘルスコミュニケーション学記念セミナー
東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻
がんコミュニケーション学連携講座開設記念（高山智子准教授）
石川ひろの教授就任記念
（帝京大学大学院公衆衛生学研究科ヘルスコミュニケーション学）

開会の挨拶 木内貴弘（東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻医療コミュニケーション学分野教授）

祝辞 山口育子（認定NPO法人ささえあい医療人権センターCOML理事長）

挨拶 若尾文彦（国立がん研究センターがん対策情報センター長）

挨拶 福田吉治（帝京大学大学院公衆衛生学研究科長・教授）

挨拶 小林廉毅（東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻長・教授）

講演 祝！がんコミュニケーション学講座設立ー人間コミュニケーション学と医療の統合への期待と挑戦ー

宮原哲（西南学院大学教授、元日本コミュニケーション学会会長、元日本ヘルスコミュニケーション学会代表世話人）

講演 ヘルスコミュニケーションのこれまで・これから：お二人の先生方へのエール

中山健夫（京都大学大学院医学研究科社会健康医学専攻長・教授、日本ヘルスコミュニケーション学会代表世話人）

講演 がんコミュニケーション学でめざすもの－実践から科学知へ、科学知を実践、そして生活へ

高山智子（東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻がんコミュニケーション学准教授）

講演 ヘルスコミュニケーションの根拠をつくる：患者-医師間コミュニケーション研究から

石川ひろの（帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授）

第１０回日本ヘルスコミュニケーション学会 萩原明人（九州大大学大学院医学系学府医療コミュニケーション学）

閉会の挨拶 木内貴弘（東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻医療コミュニケーション学分野教授）
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開会のご挨拶

東京大学大学院医学系研究科
医療コミュニケーション学分野

木内貴弘
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東大が変わる
国立がん研究センターが変わる

帝京大が変わる
日本の医療が変わる

ヘルスコミュニケーションの研究・教育

・伝えること

・分かること

・納得すること

・協働すること
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医療を支える３本の柱
生物学、データ、コミュニケーション

生物学（ウィルヒョウ細胞病理学、コッホ細菌学⇒分子生物学）
（病気の生物学的解明とこれに基づく診断、治療法の発見）

データに基づく医療（臨床試験・疫学研究⇒人工知能）
（診断、治療、予防法の評価）

１８５０年代頃から

１９８０年代頃から

２０００年頃から

ヘルスコミュニケーション
（伝える、分かる、納得、協働）

魔術・体液説
（ヒポクラテス、ガレノス）

BC４００年代頃
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ヘルスコミュニケーション学の歴史

• １９７５年 国際コミュニケーション学会にヘルスコミュニケーション部門

• １９８５年 米国コミュニケーション学会にヘルスコミュニケーション部門

• １９８９年 学術雑誌Health Communication発刊

• １９９６年 学術雑誌Journal of Health Communication発刊

• １９９７年 米国公衆衛生学会にヘルスコミュニケーションWG

• ２００１年 九州大学に日本で初の医療コミュニケーション学専任教員（教授、准教授）

• ２００７年 東大に日本で２番目の医科大学の医療コミュニケーション学専任教員（教授、准教授）

京大に日本で３番目の医科大学の医学コミュニケーション学専任教員（准教授）

• ２０１８年 東大にがんを対象とするがんコミュニケーション学連携講座が設立

帝京大に日本で４番目の医科大学のヘルスコミュニケーション学専任教員（教授）
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対人コミュニケーション（医療機関）

ヘルスキャンペーン（社会）
マスコミュニケーション報道（社会）

インターネット（バーチャル空間）

ヘルスコミュニケーション学の
主要な研究対象

１９７０ １９８０ １９９０ ２０００
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独立した専門分野としての
ヘルスコミュニケーション学の確立に向けて

• すべての医療系大学（医科、歯科、薬学、看護、検査等）に
ヘルスコミュニケーション学の専門分野・専任教員を！

１）学部・大学院教育、研修

２）専門的研究

３）ヘルスコミュニケーションに関する実践

大学 NPO

マスコミ 企業

研究 実践

教育・研修
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東大公衆衛生大学院
医療コミュニケーション学講義

88

医療コミュニケーション概論（東大：木内貴弘）

ヘルスコミュニケーションの研究（東大：奥原剛）

患者・市民の教育（ＣＯＭＬ：山口育子）

グループ・組織のコミュニケーション（帝京大学：石川ひろの）

個人の行動変容を促すコミュニケーション（日本ヘルスサイエンスセンター：石川雄一）

集団の行動変容を促すコミュニケーション（キャンサースキャン：石川善樹）

マスメディアによるコミュニケーション(1)－新聞（読売新聞：本田麻由美）

マスメディアによるコミュニケーション(2)-テレビ放送（NHK：市川衛）

インターネットによるコミュニケーション（聖路加国際大学：中山和弘）

エンターテインメント・エデュケーション（東大：加藤美生）

政策形成とアドボカシーのコミュニケーション（国際地域保健学：神馬征峰）

行動変容を促す保健医療文書の作り方（東大：奥原剛）

ヘルスコミュニケーションーがん対策への実践と応用（国立がん研究センター：高山智子）

総論

対人

メディア
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東大公衆衛生大学院
医療コミュニケーション学演習

99

MBTIによるコミュニケーション体験実習 （日本MBTI協会：園田由紀）
各人の性格の分析し、お互いの違いを認識することから、よりよいコミュニケーションを

コーチング実習（三重大学：田口智博）
メディカルコーチング入門

行動変容を促す保健医療文書を作る（東大：奥原剛）

メディア報道のあり方を考えるメディアドクター演習 （帝京大学：渡邊清高）

インターネットコミュニケーション実習（東大：木内貴弘、岡田昌史）
医療コミュニケーション学の教科書をWikiで共同執筆
ブログ執筆

対人

メディア
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祝！がんコミュニケーション学講座設立
ー人間コミュニケーション学と医療の統合への期待と挑戦ー
宮原哲（西南学院大学教授、元日本コミュニケーション学会会長、
元日本ヘルスコミュニケーション学会代表世話人）

日本のコミュニケ―ション学の大御所、ヘルスとコミュニケーションの懸け橋

ヘルスコミュニケーションのこれまで・これから：お二人の先生方へのエール
中山健夫（京都大学大学院医学研究科社会健康医学専攻長・教授、
日本ヘルスコミュニケーション学会代表世話人）

日本ヘルスコミュニケーション学会の設立・発展に尽くした盟友

がんコミュニケーション学でめざすもの
－実践から科学知へ、科学知を実践、そして生活へ
高山智子（東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻
がんコミュニケーション学准教授）

厚生労働省のがんに関するヘルスコミュニケーション政策を担う第一人者

ヘルスコミュニケーションの根拠をつくる：患者-医師間コミュニケーション研究から
石川ひろの（帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授）

対人ヘルスコミュニケ―ション研究の第一人者、対人から公衆衛生へ

演者のご紹介
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